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宮町秋まつり
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10 月のお宮町は、楽しいイベントがてんこ盛り。この町再発
見のチャンスです。スタンプを集めながらイベントを巡る「スタ
ンプラリー」も初登場。3箇所以上まわって素敵なプレゼントを
ゲットしましょう。子どもはもちろんおとなの方も、完全制覇を
目指して、さあ、スタートです !

地域の皆様に感謝を込めて

音楽と朗読で憩いのひとときを !!

合言葉は『えがおいっぱい！スマイルタウン』

おかげさまで 25周年

宮町秋まつり

宮町こんこん
コンサート

東六児童館
まつり

東六コミセン
まつり

今年で 17 回目になる宮町秋まつりは、宮
町商店街振興組合の最大のイベントです。

境内で行う“杜で奏でる音楽祭” には、東
六小スクールバンド・五城中吹奏楽部などが
出演します。産直市には、月山旬の市でおな
じみの山形県西川町が出店します。宮町テン
ト村では、イモ煮・づんだ餅・ちぢみ・肉巻
きむすびなどが販売されます。フリマもたく
さん出店する予定です。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おまつりの最後には、お宮町Yes・Noク
イズ大会が行われ、当選者には宮町商店街お
買物券などが贈られます。

クイズ大会参加には振興組合加盟店舗で配
られる応募用紙が必要です。事前にゲットし
て、当日忘れずに持参しましょう。

地域ゆかりの音楽家によるクラシックコン
サート『東六地区音楽祭 宮町こんこんコン
サート』2 回目の開催です。　昨年に引き続
き、ちーむぎゃっぱーずのメンバーが、さま
ざまな編成で、テレビや映画などでおなじみ
のクラシック音楽を演奏するほか、全日本吹
奏楽コンクールで見事東北大会出場を果たし
た東六小スクールバンドも出演します。

今年は新たに、市内を中心に活躍している
荒
あらい

井真
ます み

澄さんによる詩の朗読や、以前より地
域の活動を通して交流のあった堀

ほりきり

切萌
もえ み

生さん

( 東六小 5 年 ) による演奏タイムも加わりま
したので、ご期待ください。

キッズのお休みスペースも用意しました。
お子様連れでもお気軽にどうぞ。なお、入場
は無料です。スリッパをお持ちください。

毎年お楽しみがいっぱいの東六番丁児童館ま
つり。

今年の目玉は、来館者の皆さんが仕上げる「ビッ
グ・スマイル・ツリー」です。「ビッグ・スマイ
ル・ツリー」とは、用紙に自分の手形をスタンプ
し、そこへ笑顔を書き入れてスマイル葉っぱを作
り、その場で枝に貼り付けて大きな笑顔の樹を完
成させるという、参加型のアートです。「どんな
困難が待ち受けていようとも笑顔を忘れずに未来
に進んでいけますように。」そんな願いを込めな

がら、当日はたくさんの笑顔で大きな樹を完成さ
せましょう。

なおオープニングには、昨年好評だった常盤木
学園高等学校ミュージカル部と小学生ダンスチー
ムによるコラボレーション・ステージを予定して
います。名物空飛ぶお団子の「東六茶屋」も開店
しますよ。どちらも、お見逃し無く！！

今年のコミセンまつりは、25 周年記念行
事ということで、例年以上に「新しい企画が」
満載の２日間です。
①コミセン 25 周年のあゆみを写真や

DVD で紹介②東六児童館・東六小の協力
による子どもたちの作品展示③手作りコー
ナー※事前申込不要　★一般向け（ブローチ）
10/26( 土 )10：30 ～ 12：00/ 先着 20 名 /
材料費 100 円★キッズ向け ( デコパージュ

コ ー ス タ ー )　10/27( 日 )10：30 ～ 12：
00/ 先着 20 名 / 材料費 100 円④無料お茶席
コーナー※事前申込不要 10/26( 土 )10：30 ～
12：00/ お干菓子でお抹茶を一服どうぞ。

もちろん恒例となった「趣味の作品展」も
開催します。美術・工芸・手芸など、地域や
利用者団体の皆さんの力作が展示されます。

10：00 ～ 15：30
仙台東照宮境内（青葉区東照宮１丁目６−１）
022-268-2268（宮町商店街振興組合）

開場 13：30  開演 14：00  終演 16：00
東六番丁小学校  体育館（青葉区宮町１丁目２−１）
ohmiyamachi@gmail.com（お！宮町地域情報編集局）

10：00 ～ 12：30
東六番丁児童館

（青葉区宮町１丁目２−２）
022-266-0135

10：00 ～ 16：00 ※両日とも
東六コミュニティ・センター

（青葉区錦町 2 丁目４− 48）
022-263-5311
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スタンプ４個の完全制覇は
ここからスタート !

スタンプラリー台紙 GET
最後のチャンス !

スタンプ３個でお楽しみ抽選会
４個でさらにプレゼントGET ！

スタンプ３個でお楽しみ抽選会
４個でさらにプレゼントGET ！

・台紙は本部テントにて配布いたします。
・数に限りがあります。

・抽選会　11:00 ～ 12:00

・抽選会　13:00 ～ 14:00

・台紙は会場入口にて配布いたします。
・数に限りがあります。

宮町のイベントキャラクター　
みやっち

●このイベントは、「青葉区被災者交流活動助成事
業」の指定を受けています。当日ボランティアとして
お手伝いをしてくださる方は、お！宮町地域情報編集
局まで連絡をお願いします。
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根強いファンが多く、行列のできる名店

      味処 ラーメン梅公

仙台箪笥の技術を生かしたオルゴールづくり

      熊野洞ギャラリーオルゴール

３億８千万年の時を超えた「ヒマラヤ岩塩」

      salt House 塩屋

　ラーメン好きには非常に有名で、お昼時にはいつも行列ができる人気店
です。店主は、懐石料理を経営した後、その技を活かし平成13年に今
の場所でラーメン店を開業。当初はスープ作りに苦労しましたが、試行錯
誤の末にようやく今の味に辿り着きました。
　人気の濃こくつけ麺みそ味は、４種類の太さの麺から１つを選び、壺に
入った魚介ベースの濃厚なスープに付けていただきます。冷たく締まった
コシのある麺がほどよくスープに絡み、絶妙なバランスです。とろりとろけて
いる角煮も更に食欲を掻き立てます。ほかに特製塩ネギラーメンもおスス
メです。ぜひ一度ご賞味あれ。

　スポーツの秋、芸術の秋、そして食欲の秋に読書の秋を思い出される季
節となりました。今号では、芸術の秋と食欲の秋にスポットを当て、３軒のお
店を巡って参りました。

昼 11:00～14:00
夜 17:30～20:30
※スープが無くなり次第終了
月曜日
青葉区小田原５-１-10
022-712-5070

営

休
住
☎

　貿易関連にお勤めされていた五ノ井さんが、塩の自由化を機に開業しま
した。太古の大自然３億８千万年前からの贈り物「ヒマラヤ岩塩」を中心
に、世界の塩を扱う専門店です。
　お店の雰囲気から女性客が多いと思いきや、意外にも男性客が多いと
か。店内はほのかにハーブの香りが漂い、ショーケースには食用の岩塩や浴
塩の他に、かわいいソルト・アクセサリーやソルトランプが目を楽しませてく
れます。ヒマラヤ岩塩、アンデス岩塩などそれぞれのミネラル成分が違うこと
もあり、料理の隠し味としてプロの料理人も使用しています。
　また、入浴剤としてもアロマ、ハーブ、ハニーバスソルト等も扱っており、リ
ラクゼーションにどうぞ。

　高松通りを北に向かっていくと、右側に洒落たギャラリーが見えてきま
す。このギャラリーは、仙台箪笥を制作している熊野洞から独立し、昭和63
年にオープンしました。箪笥の技術を生かし、音のクオリティを追求したオ
ルゴールを販売しています。
　ウィンドウからは美味しそうなショートケーキやスイカが見えますが、そ
れらも全て木で作られた、本物と見間違うほどのオルゴール。木のぬくもり
を生かし、優しい澄んだ音を響かせてくれます。お手軽なものから高級品
まで、幅広い品揃えが自慢です。バレンタインデーのお返しや誕生日、記念
日のプレゼントなどにご利用ください。

11:00～17:00

月・火曜日

青葉区小田原７-２-１

022-223-5897

http://www.kumanodo.com/
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休

住
☎

H.P

11:00～19:00

月曜日・祝日(他、不定休有)

青葉区宮町1-3-30-1F

022-726-5344

http://sioya-sendai.com/
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☎

ツルハドラッグ

①

②

③　熊野洞
ギャラリーオルゴール

味処 ラーメン梅公
salt House 塩屋

ファミリーマート

ばいこう

セブンイレブン

　参加ご希望の方は、氏名・ご連絡先を
ご明記の上、faxにてお申し込みください。

FAX : 022-223-7988

とき　11月９日(土) 15:30～ 17:25 集合場所　東照宮鳥居前

The white gallery SENDAI／フィッシュ＆フードショップきくち／ビストロ でぐち
の３軒にお邪魔します！

参加費　1,000円 定員　６名

至 R45

高
松
通
り

みそ温つけ麺　700円

ショートケーキオルゴール 6,300 円

ヒマラヤ岩塩　250円～

宮
町
通
り

「038プレスを見た！」でお食事の方、先着 30名様に
「特製みそおにぎり」を１個サービス！

「038プレスを見た！」でお買い上げの方、先着 30名様に
「ヒマラヤ岩塩ブロック（ピンク色）」をプレゼント！

「038プレスを見た！」でお買い上げの方
「５％」サービス！　※10月末日まで有効

H.P

朝日神社

神子神社

至泉方面

至仙台駅

二
本
杉
通
り

愛
宕
上
杉
通
り

至宮町

至
東照宮駅

梅田川

仙山線北仙台駅

東北大学
病院

県立視覚
支援学校

地下鉄
北四番丁駅

77 銀行
上杉支店
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「
万
日
堂
」に
あ
っ
た
寺
小
屋
が
、

明
治
６
年
８
月
17
日
、
小
田
原
小
学

校
に
変
わ
り
ま
し
た
。
東
六
番
丁
小

学
校
の
ル
ー
ツ
で
す
。
寺
小
屋
で
は
親
の
収
入
に
応
じ
て
＊

束そ
く
し
ゅ
う
脩
を
納
め
て
い
ま
し
た
が
、
月
謝
が
３
銭
と
決
め
ら
れ
ま
し

た
。（
明
治
６
年
、
白
米
10

　の
値
段
は
31
銭
で
し
た
）
ま
た
、

士
族
の
子
弟
は
、
着
物
に
袴
を
着
け
、
明
治
９
年
に
廃
刀
令
が

出
る
ま
で
木
刀
等
を
腰
に
差
し
て
登
校
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
22
年
の
写
真
に
着
物
姿
の
男
子
が
見
え
ま
す
。
児
童
は

着
物
に
わ
ら
草
履
、
女
先
生
も
ほ
と
ん
ど
は
着
物
に
日
本
髪
で

し
た
。
小
学
校
は
、
尋
常
科
４
年
間
で
義
務
教
育
、
高
等
科
４

年
の
８
年
で
し
た
が
、貧
困
の
た
め
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
り
、

子
守
を
し
な
が
ら
登
校
す
る
子
ど
も
が
大
勢
い
ま
し
た
。

（
加
藤

　久
枝
）

　お
宮
町

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

　
　〜
よ
み
が
え
る
あ
の
日
あ
の
頃
〜

神か
み

に
な
っ
た
巫み

こ女

　
　
　
　
　神み

こ子
伝
説

　宮み
や
ま
ち町
通ど

お

り
か
ら
北き

た

六ろ
く
ば
ん
ち
ょ
う

番
丁
通ど

お

り
を

西に
し

へ
四
百ひ

ゃ
く

㍍
ほ
ど
歩あ

る

く
と
、
二に

ほ
ん
す
ぎ

本
杉

通と
お

り
と
交こ

う
さ差
す
る
。
こ
の
近ち

か

く
に

「
朝あ

さ
ひ日
祠ほ

こ
ら」
が
あ
っ
た
。

　口こ
う
ひ碑
（
注
）
に
拠よ

る
と
、
文ぶ

ん
じ治
五ご

年ね
ん

（
１
１
８
９
）
八
月が

つ

、
源

み
な
も
と
の

頼よ
り
と
も朝
軍ぐ

ん

は
、
鞭む

ち

楯た
て

（
今い

ま

の
榴

つ
つ
じ
が
お
か
岡
の
地ち

）
に
在あ

り
、
一い

っ
ぽ
う方
藤ふ

じ
わ
ら原
泰の

や
す
ひ
ら
衡
の
軍ぐ

ん

は
、
中な

か
や
ま山

物も
の
み見
岡が

お
かに
退の

き
、
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
陣じ

ん

を
張は

っ
た
。

頼よ
り
と
も朝
の
軍ぐ

ん

は
こ
こ
二に

ほ
ん
す
ぎ

本
杉
ま
で
進す

す

み
、

こ
の
祠ほ

こ
ら
に
詣も

う

で
た
。
時と

き

あ
た
か
も
朝あ

さ
ひ日

の
昇の

ぼ
る
る
刻こ

く
げ
ん限
で
あ
っ
た
た
め
、
頼よ

り
と
も朝
は

「
朝あ

さ
ひ日
祠ほ

こ
ら」
の
名な

を
遺の

こ

し
た
と
伝つ

た

え
る
。

　亦ま
た

謂い

う
、
さ
ら
に
昔む

か
し
か
ら
朝あ

さ
ひ日
と
呼よ

ぶ
巫み

こ女
が
こ
の
社や

し
ろ
に
奉ほ

う
し仕
し
て
い
た
か

ら
こ
の
名な

が
あ
る
と
。
祠ほ

こ
ら

は
、
県け

ん
り
つ立

視し
か
く覚
支し

え
ん援
学が

っ
こ
う校
の
南な

ん
と
う東
角か

ど
ち地
に
、
今い

ま

も

朝あ
さ
ひ日
神じ

ん
じ
ゃ社
と
し
て
、
現げ

ん
ぞ
ん存
す
る
。
社や

し
ろ
の

板い
た
び碑
は
、
風ふ

う
う雨
で
激は

げ

し
く
傷い

た

み
、
判は

ん
ど
く読

不ふ
の
う能
。
拠よ

っ
て
右み

ぎ

の
掲け

い

文ぶ
ん

は
『
宮み

や
ぎ城

神じ
ん
じ
ゃ社
名め

い
か
ん鑑
』
を
参さ

ん
し
ょ
う照
し
た
。
こ
こ
で

注ち
ゅ
う
も
く
目
す
る
の
は
、
文ぶ

ん
じ治
五ご

年ね
ん

と
、
巫み

こ女

の
朝あ

さ
ひ日
で
あ
る
。
年ね

ん

は
鎌か

ま
く
ら倉
開か

い
ば
く幕
の

四よ

年ね
ん
ま
え前
に
当あ

た
る
。
ま
た

こ
の
巫み

こ女

が
、
な
ぜ
神か

み

と
し
て
祀ま

つ

ら

れ
て
き
た
の

か
。
こ
れ
は

尋じ
ん
じ
ょ
う
常
な
こ
と
で
は
な
い
。
当と

う

コ
ラ
ム

は
、
古こ

だ
い代
の
美び

じ
ょ女
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
美び

じ
ん人
の
謂い

い
に
頭あ

た
ま
を
巡め

ぐ

ら
せ
る
と
、
無む

ろ
ん論
顔か

お

だ
け
で
美び

じ
ん人
に
な

れ
な
い
こ
と
は
、
現げ

ん
だ
い代
も
、
古こ

だ
い代
も
同お

な

じ
で
あ
る
。
誰だ

れ

か
が
「
心こ

こ
ろ
の
美び

じ
ん人
が
、

本ほ
ん
と
う当
の
美び

じ
ん人
」
と
い
っ
た
。

　伝で
ん
せ
つ説
は
、
祠

ほ
こ
ら

周し
ゅ
う
へ
ん
辺
の
荒あ

れ
ち地
を
耕た

が
や
し
、

人ひ
と

々び
と

の
た
め
に
、
玉た

ま
だ田
横よ

こ
の野
（
古こ

だ
い代
の

小お
だ
わ
ら俵
邑む

ら

の
地ち

＝
仙せ

ん
だ
い台
東と

う
し
ょ
う
ぐ
う

照
宮
の
周し

ゅ
う
へ
ん辺
）

の
田で

ん
ば
た畑
作つ

く

り
を
す
る
、
逞た

く
ま
し
い
開か

い
た
く
し
ゃ

拓
者

の
姿す

が
た
を
伝つ

た

え
て
い
る
。
巫み

こ女
の
呼よ

び
名な

は
、い
つ
し
か「
神か

み

の
子こ

」の
字じ

を
あ
て
、

「
神み

こ子
神じ

ん
じ
ゃ社
」
と
し
て
、
通

と
お
り
ま
ち町
二に

丁ち
ょ
う
め目

の
裏う

ら

通ど
お

り
に
、
今い

ま

も
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。

　別べ
つ

に
、
こ
の
巫み

こ女
は
江え

ど戸
初し

ょ
き期
の
人ひ

と

と
い
う
説せ

つ

も
あ
る
が
、
筆ひ

っ
し
ゃ者
は
、
鎌か

ま
く
ら倉

幕ば
く
ふ府
の
開か

い
ば
く幕
前ぜ

ん
や夜
の
説せ

つ

に
、与く

み

し
た
い
。

（
白し

ら
か
わ川

　葎り
つ

）
◉所用時間／東照宮駅から徒歩で 15 分（朝日神社）　40 分（神子神社）

今
回
の
お
宮
町
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
は
、

東
六
番
丁
小
学
校
の
資
料
館
で
発
見
し

た
明
治
と
昭
和
の
校
舎
の
写
真
で
す
。

第３回

朝日神社

明治 22年。
東六番丁尋常小学校という名前でした。

昭和５年。このころになると、校門の扉は鉄でできています。

（
注
）
口こ
う
ひ碑
と
は
、
口
こ
う
し
ょ
う
承
に
よ
る
伝つ
た
え
を
、

後こ
う
じ
ん人
が
文も

じ字
に
記し
る
し
た
も
の
。
材ざ
い
に
、
紙か
み
・

板い
た
・
石い
し
な
ど
が
あ
る
。
文も

じ字
に
書か

か
れ
て
、

歴れ
き
し史
に
な
る
。
文も

じ字
が
な
け
れ
ば
伝で
ん
せ
つ説
、

或あ
る
いは
な
か
っ
た
こ
と
。

学校名の変遷
小田原小学校→宮町小学校→弘道小学校→宮町中等科

小学校→東六番丁中等科小学校→東六番丁尋常小学校

→東六番丁国民学校→東六番丁小学校
現在の東六番丁小学校

kg

＊
束
脩
：（
束
ね
た
干
し
肉
の
意

　こ
れ
を
進
物
に
し
た
こ

と
か
ら
）
入
門
の
と
き
、
師
に
差
し
上
げ
る
進
物
。
入
門
料（上の写真）



根強いファンが多く、行列のできる名店

      味処 ラーメン梅公

仙台箪笥の技術を生かしたオルゴールづくり

      熊野洞ギャラリーオルゴール

３億８千万年の時を超えた「ヒマラヤ岩塩」

      salt House 塩屋

　ラーメン好きには非常に有名で、お昼時にはいつも行列ができる人気店
です。店主は、懐石料理を経営した後、その技を活かし平成13年に今
の場所でラーメン店を開業。当初はスープ作りに苦労しましたが、試行錯
誤の末にようやく今の味に辿り着きました。
　人気の濃こくつけ麺みそ味は、４種類の太さの麺から１つを選び、壺に
入った魚介ベースの濃厚なスープに付けていただきます。冷たく締まった
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夜 17:30～20:30
※スープが無くなり次第終了
月曜日
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022-712-5070

営

休
住
☎

　貿易関連にお勤めされていた五ノ井さんが、塩の自由化を機に開業しま
した。太古の大自然３億８千万年前からの贈り物「ヒマラヤ岩塩」を中心
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ラクゼーションにどうぞ。
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　ウィンドウからは美味しそうなショートケーキやスイカが見えますが、そ
れらも全て木で作られた、本物と見間違うほどのオルゴール。木のぬくもり
を生かし、優しい澄んだ音を響かせてくれます。お手軽なものから高級品
まで、幅広い品揃えが自慢です。バレンタインデーのお返しや誕生日、記念
日のプレゼントなどにご利用ください。
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営
休

住
☎

H.P

11:00～19:00

月曜日・祝日(他、不定休有)

青葉区宮町1-3-30-1F

022-726-5344

http://sioya-sendai.com/

営
休

住
☎

ツルハドラッグ

①

②

③　熊野洞
ギャラリーオルゴール

味処 ラーメン梅公
salt House 塩屋

ファミリーマート

ばいこう

セブンイレブン

　参加ご希望の方は、氏名・ご連絡先を
ご明記の上、faxにてお申し込みください。

FAX : 022-223-7988

とき　11月９日(土) 15:30～ 17:25 集合場所　東照宮鳥居前

The white gallery SENDAI／フィッシュ＆フードショップきくち／ビストロ でぐち
の３軒にお邪魔します！

参加費　1,000円 定員　６名

至 R45

高
松
通
り

みそ温つけ麺　700円

ショートケーキオルゴール 6,300 円

ヒマラヤ岩塩　250円～

宮
町
通
り

「038プレスを見た！」でお食事の方、先着 30名様に
「特製みそおにぎり」を１個サービス！

「038プレスを見た！」でお買い上げの方、先着 30名様に
「ヒマラヤ岩塩ブロック（ピンク色）」をプレゼント！

「038プレスを見た！」でお買い上げの方
「５％」サービス！　※10月末日まで有効

H.P

朝日神社

神子神社

至泉方面

至仙台駅

二
本
杉
通
り

愛
宕
上
杉
通
り

至宮町

至
東照宮駅

梅田川

仙山線北仙台駅

東北大学
病院

県立視覚
支援学校

地下鉄
北四番丁駅

77 銀行
上杉支店

5 4

歴史
コラム
３

10

「
万
日
堂
」に
あ
っ
た
寺
小
屋
が
、

明
治
６
年
８
月
17
日
、
小
田
原
小
学

校
に
変
わ
り
ま
し
た
。
東
六
番
丁
小

学
校
の
ル
ー
ツ
で
す
。
寺
小
屋
で
は
親
の
収
入
に
応
じ
て
＊

束そ
く
し
ゅ
う
脩
を
納
め
て
い
ま
し
た
が
、
月
謝
が
３
銭
と
決
め
ら
れ
ま
し

た
。（
明
治
６
年
、
白
米
10

　の
値
段
は
31
銭
で
し
た
）
ま
た
、

士
族
の
子
弟
は
、
着
物
に
袴
を
着
け
、
明
治
９
年
に
廃
刀
令
が

出
る
ま
で
木
刀
等
を
腰
に
差
し
て
登
校
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
22
年
の
写
真
に
着
物
姿
の
男
子
が
見
え
ま
す
。
児
童
は

着
物
に
わ
ら
草
履
、
女
先
生
も
ほ
と
ん
ど
は
着
物
に
日
本
髪
で

し
た
。
小
学
校
は
、
尋
常
科
４
年
間
で
義
務
教
育
、
高
等
科
４

年
の
８
年
で
し
た
が
、貧
困
の
た
め
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
り
、

子
守
を
し
な
が
ら
登
校
す
る
子
ど
も
が
大
勢
い
ま
し
た
。

（
加
藤

　久
枝
）

　お
宮
町

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

　
　〜
よ
み
が
え
る
あ
の
日
あ
の
頃
〜

神か
み

に
な
っ
た
巫み

こ女

　
　
　
　
　神み

こ子
伝
説

　宮み
や
ま
ち町
通ど

お

り
か
ら
北き

た

六ろ
く
ば
ん
ち
ょ
う

番
丁
通ど

お

り
を

西に
し

へ
四
百ひ

ゃ
く

㍍
ほ
ど
歩あ

る

く
と
、
二に

ほ
ん
す
ぎ

本
杉

通と
お

り
と
交こ

う
さ差
す
る
。
こ
の
近ち

か

く
に

「
朝あ

さ
ひ日
祠ほ

こ
ら」
が
あ
っ
た
。

　口こ
う
ひ碑
（
注
）
に
拠よ

る
と
、
文ぶ

ん
じ治
五ご

年ね
ん

（
１
１
８
９
）
八
月が

つ

、
源

み
な
も
と
の

頼よ
り
と
も朝
軍ぐ

ん

は
、
鞭む

ち

楯た
て

（
今い

ま

の
榴

つ
つ
じ
が
お
か
岡
の
地ち

）
に
在あ

り
、
一い

っ
ぽ
う方
藤ふ

じ
わ
ら原
泰の

や
す
ひ
ら
衡
の
軍ぐ

ん

は
、
中な

か
や
ま山

物も
の
み見
岡が

お
かに
退の

き
、
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
陣じ

ん

を
張は

っ
た
。

頼よ
り
と
も朝
の
軍ぐ

ん

は
こ
こ
二に

ほ
ん
す
ぎ

本
杉
ま
で
進す

す

み
、

こ
の
祠ほ

こ
ら
に
詣も

う

で
た
。
時と

き

あ
た
か
も
朝あ

さ
ひ日

の
昇の

ぼ
る
る
刻こ

く
げ
ん限
で
あ
っ
た
た
め
、
頼よ

り
と
も朝
は

「
朝あ

さ
ひ日
祠ほ

こ
ら」
の
名な

を
遺の

こ

し
た
と
伝つ

た

え
る
。

　亦ま
た

謂い

う
、
さ
ら
に
昔む

か
し
か
ら
朝あ

さ
ひ日
と
呼よ

ぶ
巫み

こ女
が
こ
の
社や

し
ろ
に
奉ほ

う
し仕
し
て
い
た
か

ら
こ
の
名な

が
あ
る
と
。
祠ほ

こ
ら

は
、
県け

ん
り
つ立

視し
か
く覚
支し

え
ん援
学が

っ
こ
う校
の
南な

ん
と
う東
角か

ど
ち地
に
、
今い

ま

も

朝あ
さ
ひ日
神じ

ん
じ
ゃ社
と
し
て
、
現げ

ん
ぞ
ん存
す
る
。
社や

し
ろ
の

板い
た
び碑
は
、
風ふ

う
う雨
で
激は

げ

し
く
傷い

た

み
、
判は

ん
ど
く読

不ふ
の
う能
。
拠よ

っ
て
右み

ぎ

の
掲け

い

文ぶ
ん

は
『
宮み

や
ぎ城

神じ
ん
じ
ゃ社
名め

い
か
ん鑑
』
を
参さ

ん
し
ょ
う照
し
た
。
こ
こ
で

注ち
ゅ
う
も
く
目
す
る
の
は
、
文ぶ

ん
じ治
五ご

年ね
ん

と
、
巫み

こ女

の
朝あ

さ
ひ日
で
あ
る
。
年ね

ん

は
鎌か

ま
く
ら倉
開か

い
ば
く幕
の

四よ

年ね
ん
ま
え前
に
当あ

た
る
。
ま
た

こ
の
巫み

こ女

が
、
な
ぜ
神か

み

と
し
て
祀ま

つ

ら

れ
て
き
た
の

か
。
こ
れ
は

尋じ
ん
じ
ょ
う
常
な
こ
と
で
は
な
い
。
当と

う

コ
ラ
ム

は
、
古こ

だ
い代
の
美び

じ
ょ女
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
美び

じ
ん人
の
謂い

い
に
頭あ

た
ま
を
巡め

ぐ

ら
せ
る
と
、
無む

ろ
ん論
顔か

お

だ
け
で
美び

じ
ん人
に
な

れ
な
い
こ
と
は
、
現げ

ん
だ
い代
も
、
古こ

だ
い代
も
同お

な

じ
で
あ
る
。
誰だ

れ

か
が
「
心こ

こ
ろ
の
美び

じ
ん人
が
、

本ほ
ん
と
う当
の
美び

じ
ん人
」
と
い
っ
た
。

　伝で
ん
せ
つ説
は
、
祠

ほ
こ
ら

周し
ゅ
う
へ
ん
辺
の
荒あ

れ
ち地
を
耕た

が
や
し
、

人ひ
と

々び
と

の
た
め
に
、
玉た

ま
だ田
横よ

こ
の野
（
古こ

だ
い代
の

小お
だ
わ
ら俵
邑む

ら

の
地ち

＝
仙せ

ん
だ
い台
東と

う
し
ょ
う
ぐ
う

照
宮
の
周し

ゅ
う
へ
ん辺
）

の
田で

ん
ば
た畑
作つ

く

り
を
す
る
、
逞た

く
ま
し
い
開か

い
た
く
し
ゃ

拓
者

の
姿す

が
た
を
伝つ

た

え
て
い
る
。
巫み

こ女
の
呼よ

び
名な

は
、い
つ
し
か「
神か

み

の
子こ

」の
字じ

を
あ
て
、

「
神み

こ子
神じ

ん
じ
ゃ社
」
と
し
て
、
通

と
お
り
ま
ち町
二に

丁ち
ょ
う
め目

の
裏う

ら

通ど
お

り
に
、
今い

ま

も
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。

　別べ
つ

に
、
こ
の
巫み

こ女
は
江え

ど戸
初し

ょ
き期
の
人ひ

と

と
い
う
説せ

つ

も
あ
る
が
、
筆ひ

っ
し
ゃ者
は
、
鎌か

ま
く
ら倉

幕ば
く
ふ府
の
開か

い
ば
く幕
前ぜ

ん
や夜
の
説せ

つ

に
、与く

み

し
た
い
。

（
白し

ら
か
わ川

　葎り
つ

）
◉所用時間／東照宮駅から徒歩で 15 分（朝日神社）　40 分（神子神社）

今
回
の
お
宮
町
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
は
、

東
六
番
丁
小
学
校
の
資
料
館
で
発
見
し

た
明
治
と
昭
和
の
校
舎
の
写
真
で
す
。

第３回

朝日神社

明治 22年。
東六番丁尋常小学校という名前でした。

昭和５年。このころになると、校門の扉は鉄でできています。

（
注
）
口こ
う
ひ碑
と
は
、
口
こ
う
し
ょ
う
承
に
よ
る
伝つ
た
え
を
、

後こ
う
じ
ん人
が
文も

じ字
に
記し
る
し
た
も
の
。
材ざ
い
に
、
紙か
み
・

板い
た
・
石い
し
な
ど
が
あ
る
。
文も

じ字
に
書か

か
れ
て
、

歴れ
き
し史
に
な
る
。
文も

じ字
が
な
け
れ
ば
伝で
ん
せ
つ説
、

或あ
る
いは
な
か
っ
た
こ
と
。

学校名の変遷
小田原小学校→宮町小学校→弘道小学校→宮町中等科

小学校→東六番丁中等科小学校→東六番丁尋常小学校

→東六番丁国民学校→東六番丁小学校
現在の東六番丁小学校

kg

＊
束
脩
：（
束
ね
た
干
し
肉
の
意

　こ
れ
を
進
物
に
し
た
こ

と
か
ら
）
入
門
の
と
き
、
師
に
差
し
上
げ
る
進
物
。
入
門
料（上の写真）



日時

会場

開催
合図

　仙台市青葉消防団は、宮町分
団を含め10分団が活動を行っ
ています。９月１日の防災の日に
「仙台市青葉消防団特別点検」
が牛越橋緑地で実施されまし
た。特別点検は、各消防団が日頃
の訓練の成果を市民へ披露する
ためのものです。宮町分団も東
六小校庭にて夜間練習を行いな

がら特別点検に臨みました。本
番では、機械トラブルが発生しま
したが、限られた時間の中で問
題点を解決し一斉放水が出来ま
した。分団員の更なる結束力が
垣間見られた特別点検でした。
　
　また、「消防団120周年・自治
体消防65周年記念大会」が、11
月25日に東京ドームで開催され
ます。「仙台市青葉消防団階子乗
り隊」に所属してる宮町分団の、
畠山正弘副分団長・高橋孝敏地
震防災班長・佐々木英夫庶務班
長、3名の団員が、階子支え手と
して大役を務めます。　東六小スクールバンドは8月

4日、第56回全日本吹奏楽コン
クール宮城県大会で金賞を受
賞。9月14日に青森市リンクステーションホール青森において開催
された東北大会に出場。銀賞を受賞しました。

  　　　　東京余話  vol.05

北目町通り
● JR 東日本仙台支社向かいに
　ある辻標

仙
台
駅

清
水　小
路

現
在
は
な
い

↓
東
六
番
丁
通
り

東
五
番
丁
通
り

7 6

　
六ろ

く
ど
う道
の
辻つ
じ

ね
え
ね
え
浄
圓
房
さ

ん
、
東
六
番
丁
通
り
は

仙
台
駅
の
先
ま
で
南
に

続
い
て
い
た
と
学
校
で

習
い
ま
し
た
。

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
東と
う

六ろ
く

小
学
校
の
校
名
の
由ゆ
ら
い来
と
な
っ

た
東ひ
が
し
ろ
く
ば
ん
ち
ょ
う

六
番
丁
通
り
は
小お
だ
わ
ら

田
原

長な
が
ち
ょ
う丁
通
り
の
角
、
現
在
の
「
花

さ
い
だ
ん
」
の
所
か
ら
北
目
町

ガ
ー
ド
辺
り
ま
で
じ
ゃ
っ
た
。

元
々
は
仙
台
藩
の
一い
ち
も
ん門
筆ひ
っ
と
う頭
、
角

田
石
川
家
の
仙
台
の
下
屋
敷
や
お

侍
さ
ん
が
住
ん
で
居
っ
た
通
り
の

名
前
で
の
う
。
東
六
番
丁
通
り
を

南
進
す
る
と
北
目
町
通
り
と
交
差

し
、
東
五
番
丁
が
こ
こ
に
割
り
込

み
、
清
水
小
路
が
水
堀
に
よ
っ
て

３
筋
に
分
か
れ
、
計
６
本
の
道

が
集
ま
る
辻
と

な
っ
た
。

へ
え
そ
う

な
ん
だ
ぁ
！

今
の
仙
台
駅
よ
り
南
ま
で
が
東
六

番
丁
通
り
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
ち
な
み
に
こ

の
六
つ
の
道
が
交
差
す
る
道
を

【
六
道
の
辻
】
と
い
っ
て
の
う
、

六ろ
く
ど
う道
と
は
元
々
は
仏ぶ
つ
ご語
で
、
仏
ぶ
っ
き
ょ
う教

で
は
死
後
六
つ
の
道
を
輪り
ん
ね廻
転て
ん
せ
い生

す
る
と
言
う
考
え
と
、
幕
末
に
龍
り
ゅ
う

泉せ
ん
い
ん院
跡あ
と
ち地
に
あ
っ
た
六ろ
く
じ
ぞ
う

地
蔵
が
こ

の
辻つ
じ

に
移
さ
れ
て
庶し
ょ
み
ん民
か
ら
信し
ん
こ
う仰

さ
れ
、
仙
台
藩
の
寺
町
、
新し
ん
て
ら寺

小こ
う
じ路
へ
と
続
く
岐き

ろ路
に
あ
っ
た
か

ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
も
言

わ
れ
て
お
る
。

へ
え
、
通
り
や
辻
の
名
前
に
は

歴
史
が
隠
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
仙
台
に
鉄
道

が
開
通
し
た
明
治
20
年
に
は
今
の

国
道
45
号
線
以
南
の
東
六
番
丁
通

り
は
軌き
ど
う
じ
き

道
敷
に
転
用
さ
れ
る
た
め

消し
ょ
う
め
つ
滅
し
、
四
ツ
谷
用
水
は
埋
め
ら

れ
、
東
五
番
丁
と
清
水
小
路
が
1

本
の
道
と
し
て
愛
宕
上
杉
通
り

と
な
っ
て
い
る
。
愛
宕
上
杉
通

り
と
北
目
町
通
り
と
が
つ
く
る

十
字
路
は
「
中
央
4
丁
目
交
差

点
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
鉄
道
の

軌き
ど
う
じ
き

道
敷
は
立り
っ
た
い体
交こ
う
さ
か

差
化
さ
れ
、
北

目
町
通
の
上
空
を
跨ま
た

ぐ
「
北
目
町

ガ
ー
ド
」
と
な
っ
て
お
る
。
今
、

東
六
番
丁
は
駅
の
北
に
一
部
名

前
が
残
っ
て
お
る
が
、
現
在
建

設
中
の
新
し
い
高
架
橋
や
東
口

の
再
開
発
が
進
む
と
、
Ｘ
橋
の

煉れ
ん
が
づ
く

瓦
作
り

の
橋
き
ょ
う
き
ゃ
く
脚
の

消し
ょ
う
め
つ滅
と
共

に
、
名
も
な

く
な
る
運
命

な
の
か
の
う
。

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー

日
本
が
ま
だ
右
肩
上
が
り
だ
っ
た

1
9
7
5
年
、
野
口
五
郎
が
歌
う
「
私
鉄

沿
線
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。

♪
伝
言
板
に
君
の
こ
と
／
僕
は
書
い
て
帰

り
ま
す
／
思
い
出
た
ず
ね
も
し
か
し
て
／

君
が
こ
の
街
に
来
る
よ
う
で

「
駅
の
伝
言
板
」。
当
時
は
、
ご
く
当
た
り

前
の
存
在
だ
っ
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
理
由
は
、
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

　
　
　
　
　
　
　◇

＞

75
年
の
東
京

＜

。
待
ち
合
わ
せ
は
「
午

後
６
時
に
北
口
改
札
」
だ
っ
た
は
ず
だ
。
で

も
、
相
手
は
現
れ
な
い
。
連
絡
を
取
る
手
段

が
な
い
か
ら
、
不
安
が
入
り
混
じ
る
。
15
分
、

30
分
、
１
時
間
…
…
。
来
な
い
。
場
所
を
間

違
え
た
の
か
な
あ
。
仕
方
な
い
、
伝
言
板
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
行
こ
う
―
―
。

「
私
鉄
沿
線
」
の
ヒ
ッ
ト
か
ら
間
も
な
く
40

年
に
な
る
。
当
時
は
思
い
も
し
な
か
っ
た

携
帯
電
話
が
普
及
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も

増
え
た
。
５
分
待
っ
て
会
え
な
け
れ
ば
、
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
端
末
を
取
り
出
し
て
ダ
イ
ヤ
ル

す
れ
ば
い
い
。
メ
ー
ル
も
あ
る
し
、
連
絡
の

取
り
よ
う
は
何
通
り
も
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
な
く
な
っ
た
分
、
待
ち
合
わ
せ
は
軽
く

な
り
、
会
え
た
喜
び
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　◇

朝
夕
、
混
雑
す
る
駅
の
ホ
ー
ム
を
歩
き
な

が
ら
、
吸
い
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
画
面
に
見
入
っ
て
い
る
若
者
が
い

る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ラ

イ
ン
。
今
を
生
き
る
若
者
は
、
た
ぶ
ん
40
年

前
の
若
者
と
同
じ
価
値
観
は
共
有
し
て
い
な

い
だ
ろ
う
。
携
帯
電
話
と
い
う
「
神
器
」
は

当
然
、
人
の
発
想
を
変
え
る
し
、
家
に
置
き

忘
れ
た
だ
け
で
１
日
中
落
ち
着
か
な
い
新
た

な
不
安
の
種
も
人
の
心
に
宿
し
た
。

               

◇

今
は
時
代
小
説
ブ
ー
ム
だ
と
言
わ
れ
る
。

文
芸
に
詳
し
い
友
人
に
よ
る
と
、
こ
の
分
野

に
活
動
の
軸
足
を
移
す
書
き
手
も
増
え
て
い

る
ら
し
い
。
最
近
、
時
代
小
説
を
書
い
た
ベ

テ
ラ
ン
作
家
は
、
こ
う
言
っ
た
そ
う
だ
。

「
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
か
ら
、
小
説
が
書

き
づ
ら
く
な
っ
た
」

携
帯
端
末
を
通
じ
て
社
会
が
複
雑
に
結
び

つ
き
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
く
。
も

は
や
「
私
鉄
沿
線
」
の
こ
ろ
の
よ
う
な
心
の

襞ひ
だ

は
描
け
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

20
年
前
、
１
％
台
だ
っ
た
日
本
の
携
帯
電

話
普
及
率
は
、
96
年
ご
ろ
か
ら
急
カ
ー
ブ

で
上
昇
し
、
昨
年
1
0
0
％
を
突
破
し
た
。

「
１
億
総
携
帯
電
話
社
会
」
の
出
現
だ
。「
神

器
」
に
縛
ら
れ
な
が
ら
、
豊
か
な
時
代
を
生

き
る
我
々
と
は
何
者
だ
ろ
う
。

久
し
ぶ
り
に
、藤
沢
周
平
の
「
蟬
し
ぐ
れ
」

が
読
み
た
く
な
っ
た
。

《
浄じょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
》

延えん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ
る

「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に
い

た
僧
侶
で
、
羽は
ぐ
ろ黒
の
行
者
と
な
り
、
韋

駄
天
の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯
を
釜

に
か
け
て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が
ら
な
い

う
ち
に
出
羽
の
羽
黒
山
へ
往
復
し
た
と

い
う
。
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日時

会場

開催
合図

　仙台市青葉消防団は、宮町分
団を含め10分団が活動を行っ
ています。９月１日の防災の日に
「仙台市青葉消防団特別点検」
が牛越橋緑地で実施されまし
た。特別点検は、各消防団が日頃
の訓練の成果を市民へ披露する
ためのものです。宮町分団も東
六小校庭にて夜間練習を行いな

がら特別点検に臨みました。本
番では、機械トラブルが発生しま
したが、限られた時間の中で問
題点を解決し一斉放水が出来ま
した。分団員の更なる結束力が
垣間見られた特別点検でした。
　
　また、「消防団120周年・自治
体消防65周年記念大会」が、11
月25日に東京ドームで開催され
ます。「仙台市青葉消防団階子乗
り隊」に所属してる宮町分団の、
畠山正弘副分団長・高橋孝敏地
震防災班長・佐々木英夫庶務班
長、3名の団員が、階子支え手と
して大役を務めます。　東六小スクールバンドは8月

4日、第56回全日本吹奏楽コン
クール宮城県大会で金賞を受
賞。9月14日に青森市リンクステーションホール青森において開催
された東北大会に出場。銀賞を受賞しました。

  　　　　東京余話  vol.05

北目町通り
● JR 東日本仙台支社向かいに
　ある辻標

仙
台
駅

清
水　小
路

現
在
は
な
い

↓
東
六
番
丁
通
り

東
五
番
丁
通
り

7 6

　
六ろ

く
ど
う道
の
辻つ
じ

ね
え
ね
え
浄
圓
房
さ

ん
、
東
六
番
丁
通
り
は

仙
台
駅
の
先
ま
で
南
に

続
い
て
い
た
と
学
校
で

習
い
ま
し
た
。

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
東と
う

六ろ
く

小
学
校
の
校
名
の
由ゆ
ら
い来
と
な
っ

た
東ひ
が
し
ろ
く
ば
ん
ち
ょ
う

六
番
丁
通
り
は
小お
だ
わ
ら

田
原

長な
が
ち
ょ
う丁
通
り
の
角
、
現
在
の
「
花

さ
い
だ
ん
」
の
所
か
ら
北
目
町

ガ
ー
ド
辺
り
ま
で
じ
ゃ
っ
た
。

元
々
は
仙
台
藩
の
一い
ち
も
ん門
筆ひ
っ
と
う頭
、
角

田
石
川
家
の
仙
台
の
下
屋
敷
や
お

侍
さ
ん
が
住
ん
で
居
っ
た
通
り
の

名
前
で
の
う
。
東
六
番
丁
通
り
を

南
進
す
る
と
北
目
町
通
り
と
交
差

し
、
東
五
番
丁
が
こ
こ
に
割
り
込

み
、
清
水
小
路
が
水
堀
に
よ
っ
て

３
筋
に
分
か
れ
、
計
６
本
の
道

が
集
ま
る
辻
と

な
っ
た
。

へ
え
そ
う

な
ん
だ
ぁ
！

今
の
仙
台
駅
よ
り
南
ま
で
が
東
六

番
丁
通
り
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
ち
な
み
に
こ

の
六
つ
の
道
が
交
差
す
る
道
を

【
六
道
の
辻
】
と
い
っ
て
の
う
、

六ろ
く
ど
う道
と
は
元
々
は
仏ぶ
つ
ご語
で
、
仏
ぶ
っ
き
ょ
う教

で
は
死
後
六
つ
の
道
を
輪り
ん
ね廻
転て
ん
せ
い生

す
る
と
言
う
考
え
と
、
幕
末
に
龍
り
ゅ
う

泉せ
ん
い
ん院
跡あ
と
ち地
に
あ
っ
た
六ろ
く
じ
ぞ
う

地
蔵
が
こ

の
辻つ
じ

に
移
さ
れ
て
庶し
ょ
み
ん民
か
ら
信し
ん
こ
う仰

さ
れ
、
仙
台
藩
の
寺
町
、
新し
ん
て
ら寺

小こ
う
じ路
へ
と
続
く
岐き

ろ路
に
あ
っ
た
か

ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
も
言

わ
れ
て
お
る
。

へ
え
、
通
り
や
辻
の
名
前
に
は

歴
史
が
隠
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
仙
台
に
鉄
道

が
開
通
し
た
明
治
20
年
に
は
今
の

国
道
45
号
線
以
南
の
東
六
番
丁
通

り
は
軌き
ど
う
じ
き

道
敷
に
転
用
さ
れ
る
た
め

消し
ょ
う
め
つ
滅
し
、
四
ツ
谷
用
水
は
埋
め
ら

れ
、
東
五
番
丁
と
清
水
小
路
が
1

本
の
道
と
し
て
愛
宕
上
杉
通
り

と
な
っ
て
い
る
。
愛
宕
上
杉
通

り
と
北
目
町
通
り
と
が
つ
く
る

十
字
路
は
「
中
央
4
丁
目
交
差

点
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
鉄
道
の

軌き
ど
う
じ
き

道
敷
は
立り
っ
た
い体
交こ
う
さ
か

差
化
さ
れ
、
北

目
町
通
の
上
空
を
跨ま
た

ぐ
「
北
目
町

ガ
ー
ド
」
と
な
っ
て
お
る
。
今
、

東
六
番
丁
は
駅
の
北
に
一
部
名

前
が
残
っ
て
お
る
が
、
現
在
建

設
中
の
新
し
い
高
架
橋
や
東
口

の
再
開
発
が
進
む
と
、
Ｘ
橋
の

煉れ
ん
が
づ
く

瓦
作
り

の
橋
き
ょ
う
き
ゃ
く
脚
の

消し
ょ
う
め
つ滅
と
共

に
、
名
も
な

く
な
る
運
命

な
の
か
の
う
。

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー

日
本
が
ま
だ
右
肩
上
が
り
だ
っ
た

1
9
7
5
年
、
野
口
五
郎
が
歌
う
「
私
鉄

沿
線
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。

♪
伝
言
板
に
君
の
こ
と
／
僕
は
書
い
て
帰

り
ま
す
／
思
い
出
た
ず
ね
も
し
か
し
て
／

君
が
こ
の
街
に
来
る
よ
う
で

「
駅
の
伝
言
板
」。
当
時
は
、
ご
く
当
た
り

前
の
存
在
だ
っ
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
理
由
は
、
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

　
　
　
　
　
　
　◇

＞

75
年
の
東
京

＜

。
待
ち
合
わ
せ
は
「
午

後
６
時
に
北
口
改
札
」
だ
っ
た
は
ず
だ
。
で

も
、
相
手
は
現
れ
な
い
。
連
絡
を
取
る
手
段

が
な
い
か
ら
、
不
安
が
入
り
混
じ
る
。
15
分
、

30
分
、
１
時
間
…
…
。
来
な
い
。
場
所
を
間

違
え
た
の
か
な
あ
。
仕
方
な
い
、
伝
言
板
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
行
こ
う
―
―
。

「
私
鉄
沿
線
」
の
ヒ
ッ
ト
か
ら
間
も
な
く
40

年
に
な
る
。
当
時
は
思
い
も
し
な
か
っ
た

携
帯
電
話
が
普
及
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も

増
え
た
。
５
分
待
っ
て
会
え
な
け
れ
ば
、
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
端
末
を
取
り
出
し
て
ダ
イ
ヤ
ル

す
れ
ば
い
い
。
メ
ー
ル
も
あ
る
し
、
連
絡
の

取
り
よ
う
は
何
通
り
も
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
な
く
な
っ
た
分
、
待
ち
合
わ
せ
は
軽
く

な
り
、
会
え
た
喜
び
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　◇

朝
夕
、
混
雑
す
る
駅
の
ホ
ー
ム
を
歩
き
な

が
ら
、
吸
い
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
画
面
に
見
入
っ
て
い
る
若
者
が
い

る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ラ

イ
ン
。
今
を
生
き
る
若
者
は
、
た
ぶ
ん
40
年

前
の
若
者
と
同
じ
価
値
観
は
共
有
し
て
い
な

い
だ
ろ
う
。
携
帯
電
話
と
い
う
「
神
器
」
は

当
然
、
人
の
発
想
を
変
え
る
し
、
家
に
置
き

忘
れ
た
だ
け
で
１
日
中
落
ち
着
か
な
い
新
た

な
不
安
の
種
も
人
の
心
に
宿
し
た
。

               

◇

今
は
時
代
小
説
ブ
ー
ム
だ
と
言
わ
れ
る
。

文
芸
に
詳
し
い
友
人
に
よ
る
と
、
こ
の
分
野

に
活
動
の
軸
足
を
移
す
書
き
手
も
増
え
て
い

る
ら
し
い
。
最
近
、
時
代
小
説
を
書
い
た
ベ

テ
ラ
ン
作
家
は
、
こ
う
言
っ
た
そ
う
だ
。

「
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
か
ら
、
小
説
が
書

き
づ
ら
く
な
っ
た
」

携
帯
端
末
を
通
じ
て
社
会
が
複
雑
に
結
び

つ
き
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
く
。
も

は
や
「
私
鉄
沿
線
」
の
こ
ろ
の
よ
う
な
心
の

襞ひ
だ

は
描
け
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

20
年
前
、
１
％
台
だ
っ
た
日
本
の
携
帯
電

話
普
及
率
は
、
96
年
ご
ろ
か
ら
急
カ
ー
ブ

で
上
昇
し
、
昨
年
1
0
0
％
を
突
破
し
た
。

「
１
億
総
携
帯
電
話
社
会
」
の
出
現
だ
。「
神

器
」
に
縛
ら
れ
な
が
ら
、
豊
か
な
時
代
を
生

き
る
我
々
と
は
何
者
だ
ろ
う
。

久
し
ぶ
り
に
、藤
沢
周
平
の
「
蟬
し
ぐ
れ
」

が
読
み
た
く
な
っ
た
。

《
浄じょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
》

延えん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ
る

「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に
い

た
僧
侶
で
、
羽は
ぐ
ろ黒
の
行
者
と
な
り
、
韋

駄
天
の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯
を
釜

に
か
け
て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が
ら
な
い

う
ち
に
出
羽
の
羽
黒
山
へ
往
復
し
た
と

い
う
。
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学校行事予定 (2013 年 10 ～ 12 月 ) * なお、2013 年 9 月上旬での予定のため、変更になる可能性もあります。ご了承下さい。

＜編集メンバー＞

主筆／海老一朗　　編集長／千葉富士男
編集委員／遠藤真吾　加藤久枝　鹿野恵美子　加納実　加美山朋　菊池ゆう子　木村くみ　佐藤正二　佐藤広行　佐藤正則　佐藤靖
宍戸俊彦　白川葎　高橋孝敏　永田良治　針生英一　福田雪江　三岡昭博　和田政宗（50 音順）　顧問／今泉清二　　歴史顧問／伊勢民夫　
アドバイザー／内海睦夫　　イラスト／がんじー　　デザイン／針生奏子　星瑞枝　　協力／東北工業大学　ライフデザイン学部

お！宮町地域情報編集局
〒 980-0004 
仙台市青葉区宮町２丁目 3-13　宮町商店街振興組合内　
TEL 090-7932-5021( 千葉）E-mail ohmiyamachi@gmail.com

＜編集局からのお願い＞

　お宮町の昔の写真や逸話など、この町の情報を募集いたしており
ます。 情報をお持ちの方、取材の要望などがございましたら、右
の宛先までご連絡ください。

10 月 6 日（日）8:30 ～ 14:30
10 月 11 日（金）7:40 ～ 8:15
11 月 12 日（火）7:50 ～ 8:15
11 月 14 日（木）10:00 ～ 12:00  
12 月 11 日（水）・13 日（金）

第 42 回東六学区民大運動会
あいさつ運動（五城連携主催）
故郷復興プロジェクト第 3 弾
地域とともに安全を考える会
授業参観・学級懇談会

◆東六番丁小学校

10 月 11 日（金）7:40 ～ 8:15
10 月 23 日（水）9:30 ～ 11:30
10 月 31 日（木）13:00 ～ 15:00
11 月 9 日（土）9:00 ～ 12:00
12 月 21 日（土）～ 1 月 7 日（火）

あいさつ運動（五城連携主催）
地区合同防災訓練
就学時健康診断
学習発表会
冬休み

◆北六番丁小学校

10 月 11 日（金）7:40 ～ 8:15
10 月 25 日（金）9:00 ～ 15:00

あいさつ運動（五城連携主催）
大運動会
※雨天中止の場合　
2013 年 10 月 28 日（月）に実施

◆五城中学校

10 月 27 日（日）
11 月 11 日  （月）～ 11 月 15 日（金）
12 月 6 日（金）
12 月 13 日（金）

第２回オープンスクール（対象：中学生・保護者）

授業参観ウィーク
音楽科サロンコンサート（18:30 ～シュトラウスホール）

音 楽 科 男 子 に よ る チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト
（18:00 ～シュトラウスホール）

◆常盤木学園高校

◆
今
号
の
表
紙
絵
に
つ
い
て

「
宮
町
秋
ま
つ
り
」

毎
年
10
月
の

第
３
土
曜
日
に
、

宮
町
商
店
街
主

催
で
お
こ
な
わ

れ
る
「
宮
町
秋

ま
つ
り
」。
今
号

の
表
紙
は
、
過
去
の
秋
ま
つ
り
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
を
ち
り
ば
め
て
み
ま
し
た
。

宮
町
の
あ
ん
な
お
店
、
こ
ん
な
お
店

も
屋
台
で
登
場
し
ま
す
。
お
楽
し
み
企

画
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
今
年
も
や
り
ま

す
！
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
編
集
後
記
】

思
い
が
け
ず
宮
町
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
2
年
余
り
。
宮
町
と
い
え
ば

東
照
宮
く
ら
い
し
か
イ
メ
ー
ジ
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
0
3
8
プ
レ
ス

に
加
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
少

し
ず
つ
宮
町
情
報
を
蓄
積
中
で
す
。
飲

む
と
い
え
ば
国
分
町
、
と
い
う
の
が
仙

台
人
の
定
番
で
す
が
、
宮
町
に
も
う
ま

い
酒
が
飲
め
る
店
を
発
見
で
き
て
、
う

れ
し
い
限
り
で
す
。
地
酒
の
う
ま
い
店

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
店
を
開
拓
し

て
、
宮
町
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
宍
戸

　俊
彦
）

今
年
の
宮
町
こ
ん
こ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
編
成
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま

す
。
宮
町
に
お
住
い
の
み
な
さ
ま
、
ぜ

ひ
聴
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

（
針
生

　奏
子
）

協同組合みやぎ 
マルチメディア・マジック様

資産運用と有効利用のベストパートナー

株式会社マイザ 様
仙台市太白区長町 3-4-16
TEL : 022 - 247 - 9838

株式会社
アサヒ建築設計事務所 様
仙台市太白区長町 3-4-16
TEL : 022 - 247 - 5230

◆ SPECIAL THANKS ご協賛へ感謝を込めて

アエル株式会社 様
仙台市青葉区中央 1 丁目 3 - 1
TEL : 022 - 723 - 8000

積水ハウス（株）仙台支店 様
仙台市青葉区一番町 4 丁目 6-1　
仙台第一生命タワービルディング 5F
TEL : 022 - 722- 3640

この情報誌は、地域の情報発信と共有を通じ、
地域活性化につなげることを目的としたフ
リーペーパーです。この趣旨に賛同いただき、
より多くの企業や団体、個人の皆様がご協賛
を通じて事業を支えてくださいますよう、お
願い申し上げます。

はい
58％

特にない
40％

うれしかった
40％

困った
20％

いいえ　
42％

　前号
の
「
特
集
」
で
転
勤
者
の
方
々
が
、
暮

ら
し
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
様
子
も
お
伝
え

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
転
勤
者
の
マ
マ

た
ち
12
名
の
ご
協
力
を
得
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　お子
さ
ん
連
れ
の
買
い
物
で
お
店
の
人
や
地
域

の
人
と
、
さ
り
げ
な
い
お
付
き
合
い
を
し
て
い
る

こ
と
が
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。

居
心
地
の
良
い
場
に
な
れ
た
ら
、
良
い
で
す
ね
。

　今
後
も
「
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ
に
取
材
を
続
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
取
材
リ
ク
エ
ス
ト
等
、

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

下
記
「
お
！
宮
町
地
域
情
報
編
集
局
」
ま
で

Q1. 宮町商店街で子連れ

（特に未就学児）で

買い物をしますか？

Q2. 子連れで買い物中に

　　感じたことは？

      （複数回答）

Q
お
子
さ
ん
連
れ
の

　
　
　
　
　
　買
い
物
は
‥
‥

宮
町
は

子
育
て
し
や
す
い
で
す
か
？

はい…食料品、日用品が買えるから。
いいえ…大型店で買い物をすること
　　　   が多いから。

◆エピソード
＊ お年寄りが笑顔で話
　しかけてくれた。
＊ トイレを使わせてくれた。
＊ 子どもをお使いに行かせたら、お店の人
　が覚えていてくれて丁寧に対応してもらっ
　た。お菓子まで頂いた。
＊ 狭くてベビーカーが入れないことがある。

ま
ち
で
子
育
て

　
ま
ち
育
て


